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厂
グロ

ー ブ は 、 タ ン メ ソや そのイ哲ポ リフユ

ノ
ール物貿を梦量に 翕んでお リ、 C 液 らの藪化 に 関与するポリフ ェ 丿

一
ル オ彖シ ダ

ー ゼの 活性 が、 嵩 い と冠われ る。 またC の植物よりの葉縁体抽出崎
1） C 、 抽出叛の

福芭化 、 粘’陛化 とい っ た毛の が見うれ
！
てい る、 （二れに は、 ポ リフェ 丿

一
ル 類の鍛イし

と、 その 結累生 じるk ノン のタン パ クへ の 紬台箸の影響も高い と考えりれる。 そC

で 演者うばマ ン グOM プの 注狸生化挙的耕究の
！環と い て、銃球列鼻に お しケるマ

ノ グ9 一 ブ繍 磁 の
一 種であるオ 匕 ノ威 （・rugu ・・嘱 脚 ・紲 邸 ．）」。nk）礫 に お 1驚 ボ

ソフェ ノ
ー

ル オR シ ダー ビに つ い て調 べ てみ た 。 含回 1ま齶i素の 抽 出ご部分精製にっ

い て報告する。

　　拮 性の 高 い 酵季の 柚 出ぱ
、 Tri　to　n　X 吻 0箸の 尋面治 桟剤き切 えるC と に よ っ

v
て厳

功 した 。 生葉253 乞 QO5M ツン酸綾樹」疲（pH　7・0）中で銀砕 L ・ 4 層 の が 尸 ゼ でデ過

した 挨、 ラ触 に 終濃皮娚 に 査る よ うC。丁，i蜘 焔 彪 鹹 、 望滸 て
“

（低脚 では

抽出に 蘭間 が か か る ）1 時間撹才教 て抽出宦竹 っ た 。

　　部 分精製は、疏 酸アン モ ニ ウム （30 〜 貯 ％館 却 ）に よ る分画 左、Sephade×G−25

（olumn 、

　 D　E　A　E −（ellulose 　 coiumn に か けて哲 っ た 。

　　酵素活性の測定は ピロ カテ コ
ール を基質と し、 キ ノ ン磁叡 に よ る吸光度の 変化

や 酸素の 吸欣量の測 定 によ リ行 っ た 。

　　米青製本票品 の 至適pHlま、　7．5 （リ ン 蔽廉麦彳釘液中 ）て
“

N 　k． ｛直［a　．　4・
一
メ を ノレカ テ コ

ーノレ

て
t’

　9．　／m 　M 、 ピ劬 テ コ
ー

ノしで 6。7。 M であ 。 　kC　e ピ 囗 細 一 ル 病 嬢 樋 隻、　 c：s“d る

函灸イ匕脅邑cまイぎか っ　　た 。
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